































































































竹田自身が民俗学に「開眼」し、 その後の「学問 方向を決定づけた」と言及しているのは、 昭和二十一年（一
九四六）十一月、京都府亀岡市の無量寺住職に任じられたことによる。民俗資料の豊富な居住環境のなか 民俗への志向を強め、さらに、同二 四年（一九四九）八月より 佛 専門 校の大学昇格勧募のため、京都府北部地域の浄土宗寺院を行脚、同地方の族制・墓制習俗 ふれたことが、以後の研究方向に大きな影響を与えることになった。こういったことをきっかけに 丹波地域を 心とする墓制や同族祭祀 を開始、のちに、竹田同族論が形成されていくことになる。
こういったなか、柳田の著書から大きな感銘をうけたことを、自らつぎのように述べている。















さて、 昭和三十五年（一九六〇）五月、 処女出版となる『日本人の信仰』 （創元歴史選書）を高取正男 共著と

















































論断が此まゝ採用せられてよいものならたゞ本屋小売店を刺激してもすむことなれども此場合は問題の大切さをいやといふほど思い知らせられつゝ其結論に ほあまた、殊に方法 か見方 いふものにも首をかしげなければならぬものが多いのだから ほど細心に批判しつゝ読む者を見付けねばならぬわけに候
　
此頃老翁



























































































ら同三十六年（一九六一）八月まで 四年間にわたり、同志社大学人文科学研究所 委嘱された「 都に於る社会発展の諸条件の研究」班での調査研究であり その成果である。





























竹田が行なった京都市内の 「念仏芸能」 の映像記録撮影は八ミリ白黒フィルムによってなされたが、 正確なフィ
ルモグラフィーが存在しないため、詳細はつかめない。ただし、伝存テープ 他を勘案すると、千本ゑんま堂大念仏狂言、壬生大念仏狂言、千本六斎念仏などである。
調査は三品を代表として竹田が責任者となり、同志社プロダクションと同大民俗学研究会を中心に行われた。












































































竹田の業績は著作集にまとめられているが、 この映像記録撮影に関し は、 著作集からもれているものであり
53
竹田聴洲と京都の念仏系民俗芸能の映像記録撮影について
















  『日本史研究者事典』 、 『日本民俗学大辞典』 、 『竹田聴洲著作集』全九巻（国書刊行会、一九九三～一九九八年）各巻解説、 『ある民俗学者の軌跡―竹田聴洲とその学問―』 （佛教大学アジア宗教文化情報研究所、二〇〇八年）など参照。
（２）
  同右、 『竹田聴洲著作集』全九巻（国書刊行会、一九九三～一九九八年） 。
（３）


























































  拙稿「西田直二郎と民俗調査―田楽の映像記録撮影を中心に―」 （ 『佛教大学アジア宗教文化情報研究所研究紀要』第四号、二〇〇七年） 、同「西田直二郎とヨ ロッパ留学」 （ 『佛教大学宗教文化ミュージ ム研究紀要』第五号、二〇〇八年）及び、近日刊行予定の同「京都文化史学派と民俗芸能撮影の系譜」 （ 『芸能史研究』第二〇五号、二〇一四年） 。
（６）
  林惇「文化史学と京都」 （ 『柳田國男研究』第四号、二〇〇四年） 。
（７）
  『葩と實と』 （寿仙院、一九八七年） 。
（８）
  図録を兼ねた研究報告書として、前掲注１、 『ある民俗学者 軌跡―竹田聴洲とその学問―』 （佛教大学アジア宗教文化情報研究所、二〇〇八年）が刊行された。
（９）















（（）  前掲９、横田氏論考十一頁、蘇理剛志「京都帝国大学民俗学会について―関西民俗学の黎明―」 （ 『京都民俗』第十九号、二〇〇一年） 。
（
（（）  竹田聴洲「緒言」 （ 『民俗佛教と祖先信仰』東京大学出版会、一九七一年）七頁。
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（（）  前掲注７「墓に明け墓に暮れる」 学位を受ける」
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（（）  千本ゑんま堂大念仏狂言については、山路興造「大念仏狂言考」 （ 『京都
　
芸能と民俗の文化史』思文閣出版、二〇〇八年） 、拙








（0）  佛教大学の大規模な共同研究「現今わが国、 民間 伝承されたる念仏信仰の総合的研究 は、 庶民生活に大きな影響を与えた念仏信仰と、それを基盤とした念仏系の民俗芸能の実態解明を目的としたもので、昭和三十六年より文部省科学研究費補助金の交付をうけ、四カ年かけて、全国の念仏信仰について、調査・研究を行った。この際、多くの文献史料が蒐集されると同時に、実地調査において、念仏行事・民俗芸能を写真で撮影するだけではなく 八ミリフィルムで映像を記録し資料化するといった多角的な調査方法が採用、実行され、当時としては、できる限りの史資料が集められた。
（
（（）  撮影された映像記録の一部は 成田俊治佛教大学名誉教授より、佛教大学宗教文化 ュージア に寄贈され、現在、整理が開始されようとしている。
〈追記〉
本稿は平成二五年度佛教大学宗教文化ミュージアム研究協力者としての成果の一部である。
